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緒　　　　　昌

フィラリア症に対してdiethylcarbamazmeが卓効

あることはHewitt et al(1947), Santiago-Stevenson

(1舛8)の報告以来多数の臨床実験により明かにされ

ている.しかしながら広範な流行地の多数の住民を対

象としたフィラリア撲滅対策の一環として集団治療を

行なう場合にはその方法や,経済的の面から制限を受

け最も安い経費と,簡単な実施されやすい方法により)

最大の効果をあげることが要求される.本剤の最も効

果的,能率的な投与法,薬量については既に藤巻(1957)

その他の基礎的,臨床的の研究があるが,最近流行地

に於いて伝播蚊対策と併行して保虫者にdiethylcar-

bamazmeの間歇投与による集団駆虫を行ない,フィラ

リア症の地域的防遏をはかろうとする実験的の研究が,

Kessel et al (1955-58) Edeson et al (1958)等に

よつて試みられ良好な成績が報告されている.我国で

も1958年以来文部省科学研究費によるフィラリア撲滅

研究班が結成され,大森,片峰(1958),佐々(1959),

阿部等(196〇),下野(1961)等我国のバンクロフト糸

状虫症流行地を対象とした成績が既に報告されている.

しかし,にれらに於ける集団治療は主として保虫者

のみを対象としたものが多いが,長崎大学風土病研究

所では1957年以来臨床部と衛生動物研究室との協同に

て,媒介蚊対策と住民全員に対するdiethylcarba
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mazineの集団服薬を併用して撲滅実験を行つて来た.

その初期の成績の一部は既に報告されているが実験は

現在尚続行中である.集団治療のモデルケースとなつ

た各部落の流行の実態については第2報で既に詳しく

報告したが,本報では著者が参加して実施した小値賀

町に於ける集団駆虫の成績を幸昆告する･

実験の対象及方法

集団駆虫は小値賀町薮路木,納畠,大島の全住民723

名を対象として行なつた.投薬量は仔虫陽性者に対し

ては先に片峰,藤巻の観察にもとづいて仔虫消失に有

効な最低血中)l｢ネ重度を維持するに必要な最小量2. 〇mg/kg

を1回量として三種の方法にて1〇回投与した.投薬の

方法は3特にわけ薮路木島では1ケ月に1匝]1〇ケ月,

大島1週に1巨2]1〇週間,納島では毎日1回連続1〇日間

投与した.その劫果を6-12ケ月まで事案した; 6.〇

mg/kgを1回量として1週1回の投与法で4回を1ク

ールとして仔郎残存者に仔虫が消失するまで追加投与

した.尚,集巨I検血にて仔虫陰性の5才以上の全住民

lにも2.〇w/kffづゝ 1〇回総量2〇W/toを投与した.投薬

はその都度現地に赴き又は現地婦人会の協力によつて

集団服薬を行い確実に服薬したことを監視,確認した.

効果の追究には投薬開始后, 3日日, 7日目,終了

時,終了后1ケ月, 3ケ月, 6ケ月,又は1〇ケ月日に,
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又追加投与を行ったものについては1クール終了毎に

60cmm中のm.f数を算定した.

仔虫陰性であった一般住民についても終了后2年9

ケ月までの問に3回,全員採血を行い,仔虫陽転者の

有無を追究した.

集団駆虫成績

1.ミクロフィラリア保有者に対する効果

a)投与法による駆虫効果の比較

罪1群:-　2.0叩/kgを毎日連続10日間集中投与を行

った納昆では治療前の仔虫保有者14名,保有仔虫数の

最高1喝　平均29隻を示していたが,投薬を始めると

3日目頃より急激に減少し,治療終了時即ち治療開始后

10日頃にほ残存仔虫膓性者は28.5%に,平均仔虫数も

黄1表

第1群　　納　　島

駆　　　　虫

1.3隻(4.4%)に減少し,素暗しい効果がみられるが,

これをこのまゝ放置して観察すると治療中止后1-6

ケ月の内に一旦消失した仔虫が次罪に再現するものが

現れ,平均仔虫数も次第に増加して12ケ月目の成績で

は仔虫陽性率50%,平均仔虫数5.4隻(18.2%)まで

回復している.

罪2群:- 1週間に1回づゝ2.(W/*｣を10回,問

歌投与した大島では,治療前仔虫保有者20名,行虫数

最高153隻,平均30隻が認められた.拾療を開始する

と最初はその効果が緩慢で第2回投与后即ち15日目に

仔虫陽性率が90%,平均仔虫数21.5隻であまり効果が

著明でないが,投薬回数を重ねるに従って次第に減少

し,服薬終了時(70週目)には仔虫陽性率50%,平均

効　　　　果

検　査　回　数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　11

検　査　年　度　1958　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1959　　　1960　　　1961

〝　　月　日　　7.27　8.22　　8.25　　8.29　9.21 ll.12　6.3　9.5　5.24 12.3　8.7

窪英霊了居り蒜　前　3鮎6鮎10回后　　　　　12　20　27　35
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1　46　　合

2　　53　　♀

3　15　　合

4　　25　　合

5　　26　　合

6　　44　　合

7　　53　　合

8　　28　　合

9　　71　合･

10　　78　　♀

11　30　　♀

12　　36　　♀

13　　20　　♀

14　　70　　♀

54

18

15

6

36

6

105

3

24

24

12

3

99

9

3

0

0

6

0

0

3

3

0

0

0

0

0

3

6

0

0

12

3

0

0

0

3

0

0

0

0

0

陽性者数/被検者数14ノ14　5ノ14

陽　性　率

平均仔虫数

比

仔
虫
陰

備　転
ま
で

考　品
与
Eヨ

_巨邑

6

0

3

0

3

0

0

0

6

0

0

0

0

0

J　1　1
12

3　　　　　　　5"

3

0

6

3

0

0

0

0

10　　11

10　　25l　　37■

0　　　0　　　0　　　0

3　　　0　　　0　　　0

0　　　　　　　0

12

0　　　0　　　　　　0　　　0

0　　　0　　　0　. 0

0　　　0　　　　　　　0　　　0

0　　　0　　　0　　　0　　　0

1　　　0　　　0　　　0　　　0

0　　　　68

0　　　　44

転出〔20〕

〝 〔68〕

〝 〔68〕

0

0

0

0

0

0

0

0

0

20

20

20

44

20

20

20

20

20

4ノ14　　4ノ14　4ノ10　7ノ11　5ノ13

100.0　35.7　　28.5　　28.5　40.0　63.6　38.5

29.6　1.3　　1.7　　1.3　　2.4　　3.7　　2.0
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仔虫数2,1隻(7.0%〕に, 6ケ月目には更に低下して

夫々46.2%, 1.7隻(5.7%)に減少し, 10ケ月日には

23.1%, 1.2隻(.4.0%)となり,第1群に勝る良結果

がみられた.

第3群:- 1ケ月1回2.0野　o, 10回投与の薮路

木島では治療前仔虫保有者33名,仔虫数最高699,辛

均144隻で最も高い浸淫を示しているが,治療開始後

3ケ月日,合計6.(W/*oの服薬で仔虫膓性率6. 1%,

甫2表　　　　　　　　　駆　　　虫

罪2群　　大　　島

治療終了時〔10ケ月日) 71.9%, 4ケ月日でやっと

62.1%に達しているが,残存する仔虫数も多く,尚

16.0隻(ll.3%)を残し,長い治療親問を要した上に

その成績は最も悪い　(1-2図.欝3表)

以上の成績をみると, 1週1回の投与の第2群が仔

虫の陰転率,仔虫の減少率と共によく,治療終了後も

安定した効果がみられる.節1群の集中投与ほ短期間

に仔虫を減少させる利点はあるが,一度陰転したもの

効　　　　果

仔
虫

備　監
ま
で

考　蒜
薬
量

検　査　回　数　1　　2　　　3　　　4　　　5　　6　　7　　8　　9

検　査　年　度　1958　　　　　　　　　　　　1959　　　1960　　　1961

月　三　　日　7.23　7.82　7.25　11.11　6.1　9.7　5.26 12.5　8.6

霊薬瞥守り蒜　前2回后6回后10鮎　10 18　別.32
投薬量　(確/fc)　　　　　　　　　　　　20.0　　　　　24.0　24.0　24.0
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･追加投与例
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寓3表　　　　　　　　　駆　　　虫　　　効　　　果

第3群　　薮　路　木

仔
虫

備監

ま
で
-7---rj.毘

m
畳

検査回数1234567

検査年度1958195919601961

月日7.2511ゥ106.1･5.2512.4

提案霊了居り蒜服薬前3回后10回后121826

投薬量(mS/kg〕(ラ.020.024.0
124.0
424.O
I 1　60　　♀

33　　合

3　　21　　合

4　　35　　含
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17 . 63　　合
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が再び陽性化し,仔虫数も増加する傾向がある.

次に2W//#投与後,猶仔虫を残存した32例に各群

とも1律に6.mityを1週に1回づゝ 4回を1ク-ル

として追加投与すると共に,既に陰性化した保虫者を

加えて,検血を繰返し,尚仔虫を証明するもの或は再

び陽転化せ;:)ものにはその都度同量の追加投与を行っ

た.最初治績の対象となった67名中13名は転居■,死亡,

入院等の事故の為に最后まで追究が山来なかったが,

残り54名についてその経過をみると第1.2.3真の様に

なる.即ち54名中30名(55.Q%〕が最初の2CW&の

投与で陰転し,第1回の追加投与(合計447呼/kg)で

更に12例,娼計42例(77.7%)が陰性となった.残り

に第2匝]の追加で総量68.(　　を与えると, 2例を

残し96.3%に仔虫が消失した. 2例にほ節3回の追加

を行い,総娼92^/%を与えることによって1例に唯

1貨を残すのみで他は総て仔虫が陰性となった.又平

均仔虫数も20呼/kg投与后には8.6隻となり治療前の

9.6%に減少し,次いで追加投与を重ねることによっ

て低次4.8竪(5.2%〕, 1.9堂(2.1%〕, 0.02堂(0.03

形)に減少した.

以上の成績を島別にみると,納島,大畠の2島では

最高6W触で保虫者がなくなっている.

b)駆虫効果と保有仔虫数との関係

前記の54例の保虫者について治療前の仔虫数から1

-50隻, 51-200隻, 200堂以上の3群にわけ集団治療

の効果を比成してみると,罪4去に示す様な成績を得

帯4衰　　駆虫効果と保有仔虫敢との関係

服薬前

仔虫数

仮

定
ffi

仔虫陰転迄の投薬量(T縣/^)

20.0　44.0　68.0　92.0
残1†f一着

1-5030〔7喜子3〕〔16ヲ7〕〔1.ラ.〕oo

(47苧l〕〔23チ5〕〔29ヲ4〕00

201-〔42ヲB〕〔28ヲ6〕〔1
14.3〕〔14チ3〕

計
54 〔5昌P6〕 〔2主ヲ2〕 〔l畠P5) 〔lチ9〕 〔lT9〕

た.即ち50隻以下Eの30例では筆2CW//wで陰転したもipr,M

のが22例で73.3%を占め,44叩ノkgを必要としたも
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第6表 ･投　薬　量　よ　り　見　た　駆　虫　効　果

納　品　　大　島　　ヤブロ木　　　計　　累　計
服薬前平均仔虫数

..　　　　　　　　　　　　　.. .　.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

陰転者富存者
虫

服薬者数
服　薬　前　-

平均仔虫数

1 1　　　　　15　　　　　　28　　　　　　54

29.6(1〇〇.〇) 3〇.〇C1〇〇.〇) 141.1(1〇〇.〇) 91.6〔1〇〇.〇)

陰転者数

2〇.〇^ kg　療育耳周
一　　　.17一　虫._..整

除転者数
44.〇^ kg　画面守一萄

仔　虫　数
.　　.　... . .　　　..　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.....　.　　　　　　　　　　　　... ..　.

陰転者数
68.〇w/%画面耳萄

仔　虫　数
.. .. ...　　　　　　　　　　　　　　.　　　. .

陰転者数
92. 〇W//#頭首耳項

ft　*

人　　　数
残　�"f?者　-･　･.R

平均仔虫数

8(72.7)〇(66.了12(42.9)〇(55.6)3〇〔55.6)

5･4(18.2)≡-.2(4.〇)16.〇(ll.3)8.6(9.6)〇.9151.1

一▲ー▲.▲
2〔18.2)3(2〇.〇7(25.〇12(22.2)42〔77.8)

a3(ll.i)〇.4(1.3)8･2(5.8)4.8(5.2)〇2.〇2〇〇.〇

⊥TT=-r
lC9.1)2(13.3)7(25.〇)1〇(18.5)52(96.3)

o.7〔2.3)〇1.4〔1.〇1.9〔2.1)123.6583.〇

∴=ニニ:_
〇〇1C3.6)〔1.9)53〔98･1)

〇〇〇.〇4C〇.〇3)〇.〇2C〇.〇3)〇468.〇

...............................................................
〇〇〇.〇三cc〇?i6)

3)〇.〇三cc〇.1i468.〇

第3図　投与量による陰転回

二二2二s
8
(.�")

ro*

ァ
Tr
88
"IS"

20446892Ug/kg)

()fifeffiif^lT

の5例C16,7%),68W^を要したものが3例〔1〇.〇%)

であつた. 51-2〇〇隻の17例では2〇Wlk?で陰転したも

のは8例(4了.1%)で前者に寄り,半数以上は追加投

与を必要とするにとが分る.しかし2〇〇隻以上では,

いずれも6W/&｣までの量で全例に仔虫が消失してい

る･にれに反し2〇1隻以上の7例では2〇mg/kgの投与

では陰転した例はなく,すべてが44W/J&?乃至92%/kg

の投与が必要で, 92^/kgを投与しても小数ながら

事潜7.,仔虫を認めるものが1例あつた.又2〇w/k?で仔

虫が陰性化した症例と,それ以上の追加投与を必要と

した症例との治療前の保有仔虫数を比較してみると,

前者では平均4〇.9事　后看では151･1隻でその間には

5%の危.険率で有意の差が認められる. 44^Ikg及

6W%で仔虫が消失したものでは平均夫々1〇2隻,

123隻となつているが, 6W/kgでも猶仔虫陰性となら

なかつたのは699隻, 468隻の2例であつた.

以上の成績から仔虫を陰性化するに要する薬量は仔

虫数の小いもの程小量ですみ,多いもの程大量を要す

ることが窺われる.

c)駆虫効果と性,年令

駆虫効果を仔虫保有者の性,年令で分けて見たもの

が第6蓑である.一般に男女,各年令層を通じて仔虫

数の多いものがいつまでも残つており,年令,性によ

る本質的な駆虫の難易の差は認められない.
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帯6表 年令,性別に見た駆虫効果

年令
脂

選
別

仔虫陰転迄の投薬量　W%)

20. 0　　44. 0　　68. 0　　92. 0

環存者

3

6

8

ll

5

9

12

54

1

4

6

4

1

6

8

1

1

1

3

2

1

3

･-10

11′-20

21′-30

31-40

41-50

51ノ-60

61ノ､ノ

計

男

女

1

1

1

3

2

2

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

1

0

0

0

30　　　12　　　10

〔55.6〕 〔22.2〕 (18.5〕 〔 1.9〕 〔 1.9〕

30　18

24　12

0　　　　0

1　　　1

2.仔虫陰性者の追究

最初の全員検血で仔虫が発見されなかった一般住民

に対しても満5才以上の全員に, 2.(W/^を10回夫々

の属する群の方法にて総量2(wfe?を与え6ケ月, 1

年, 2年半后の3回,転住者在除き全員に検血を行っ

ている.総数642名のうち罪3群に屈する薮路木島の

1名に2年半日に60cmm中了斐の仔虫が新しく発見

された以外は新しく仔虫が陽転したものはない.

第7表　　　　仔虫陰性者の追究

』直賀2. W kg.x 10

服薬前諾了露1年后2年半后

薮路木　　131　131-0　117-　　127-1

納　　島　　241　　241-0　163-0　199-0

大　　島　　270　　270-0　　216-0　　226-0

(非保虫者検査数-IiB転者数)

総　括　と　考　察

著者は長崎県下小値賀町でフィラリア症の濃厚に授

産する納島,大島,薮路木の3島をモデル部落として

選び,防遇の目的で仔虫の有無にかゝわらず住民全員

にdiethylcarbamazine　による集団駆虫を行い,極め

て優秀な成績を得た.

仔虫保存者に対しては最初2(W/fe?を10回にわけ集

中又は問軟投与し,爾後検血の度に仔虫を残存する

ものには6.0?花?toを1巨t量として追加投与し,最高

92^ノkgを与えた.その結果,僅か1名に1隻を証明

するのみとなり,小値賀の3島より略完全にフィラリ

ア仔虫を駆逐することに成功した.又最初の検血で

仔虫を証明出来なかった5才以上の全住民642名は

20叩/kgを10帥こわけて投与したが,その後2年9ケ

月に亘り前后3回全員検血を繰返しているが,その間

に仔虫が新たに魅転したものは1名にすぎない.

全体の材料について投与量と駆虫勅封との訊係につ

いてみると,最初の2(Wノkgの投与でも一部では既に

陰性化し,仔虫保有者は治療前の44.4%,平均付出数

においては91.5生から8.6堂(治療前の9.6%)に著明

に減少しているが,猶24名に付出の残存するのが認め

られ,この量では充分でない.

仔虫残存者のみに6.0'轡]kgを1回壷として1過に1

回4週旧]を1クールとして逐次追加投与して行くと,

仔虫j垢性者は4WIkgで17名,〔31.5%)平均仔虫数

4,8望,〔R03-/:-o.2,/u〕,6W/&で3名,〔5.8%〕1.9笠に減

少,最後の3名に最高92W/Aoを投与することによ

り2名は陰性化し,1名に1望を残すのみとなった.

即ち6Wノkgで96.3%が仔虫陰性となっている.殊に

大島,納畠の2畠ではもともと保有仔虫数が少なかっ

たせいもあるが,最高6即呼ノkgまでOj投与で全例陰性

となっている丘

最初207曙/kgを与えた成績を3群にわけて投与法の

差異による効果を比較してみると,1ケ月1回の方式

では10ケ月を要し,実際の実施に不便であるばかりで

なく,仔虫減少の速度が緩慢で仔虫の性転率も最も低

い.毎日通院集中投与では治療矧Ir細ミ短く,しかも仔

虫は短期間内に減少する利点はあるけれども,投英中

止後3-6ケ月oj問に一度陰性化したものが再びm転

するものが現われ,仔虫数も次ノf｢i-に増加し,12ケ月日

の成績では馴吐率50.0%,平均仔虫数5.4堂(18.2%〕

にとゞまっている.これに比べると週1回の投与群で

は仔虫減少の速度は集中投与法に劣るが,終了后6ケ

月目の成績ほ仔虫残存率及付出数共に最も低く,しか

も安定した効果が漸寺ffl来る様に.†且われる.しかも曜

日をきめて服典実施出来るので実施に当って便利であ

ろう.集団治療の方式としては1週1匝lの問軟投与が

最も有効と考える.

嘗って永友(1961)は晶胎県下の大久保部落での

集団治療に際してdiethylcarbamazinel日量6.0-

9.(Wkgを3回に分服,連続10ノへノ15日‖F],総量60乃至

9W/&を1ノj-ルとして100名の仔虫m性者を治療し,
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全員が陰性化するまで追加投与を行つている.それに

よると6〇Q～9〇7n即kgで陰転したものは45%で, 24〇乃至

29〇m即kgで98%,最後の1人を陰性化する為には実に

96〇m'/kgの大量を要している.又島i-･性者のみ荏治療し

ながら約6ケ月の間隔で第2匝I,第3匝1の全員検血を

行つてゆくと,陰性者の中から合計17名の新しい仔虫

陽転者を発見している.

この度の成績を上記永友のそれと比較すると仔虫保

有者に対しては比較にならない小量でもこれ巷間軟投

与することにより)優秀な成績をあげることが旧来た.

又,一般の住民に対しては緯量2〇Wikgの)小道を1律

に投与することによつて642名の住民の問から新しく

陽転したものは2年9ケ月の問に僅か1名で,この微

量の内服が新しい感染や,潜伏期からの仔虫(D陽転に

大きな予防的効果があることが充分察知される.

従つて流行地に於いて木柱の技滅を企図した保虫者

対策を行う場合けま当然,仔虫陰性の全住民にもこの

程度の微量内服の実施が望ましい.

次に保有仔虫数と駆虫効果との関係についてみると,

仔虫数Qが6〇cmmに5〇隻以下の小数寄生者では2〇確/kg

で既に73.3?が, 51-2〇〇隻の症例では47.¥%が陰性

化し, 2〇〇隻以下の)各例は最高68野/kgの投与で全例仔

虫は陰性となつた.これに反し, 2〇〇隻以上のもので

は2O確ノkgの量では仔虫の消失した例はなく,最高

92曙/kgを与えてもii'i〕 1例には仔虫cD残存がみられて

いる. 2〇m糾丘gで陰転したものと,追加投与を必要と

したもけについて治療前の平均保有仔虫数を比べてみ

ると前者は4〇･9隻で,後者は151.1隻となり), 92^ク/kg

以上を要したものは平均583隻で,仔虫数の多.)もo程

多量の薬剤を必要とすることが想像される.仔虫を陰

転せしめるためには投薬方法の他に投与総量が重要な

意義を有するにとがわかる.このにとは流行他におい

て集団駆虫を行う場合,使用する　diethylcarl-amazine

の薬量を決定するのに重要な事項と考えられる.

フィラ1)ア症に対する感染のチャンスは白熊環事

蚊の刺頃頻度,生活習慣,その他多くの因子により左

右されるものであるが,一応感染源のみの面から見る

と,住民が感染にさらされる危険度はその土地の仔虫

陽性率と保有仔虫数により決定される.今仮りにその

危険度を保虫率×保有仔虫率で表わし,駆虫前の値を

1として表わすと,集団治療により,感染源ま2〇mクI軸

で〇.569×〇.12-〇.〇7 (7 %),44^野ノkgl.Q%68聯ノkg

で〇.〇1%に減少することになり,みかけ上小数の仔虫

を保有しているものは残つていても,新しい感染に対

する予防的効果は絶大なるものがあると考えられる.

大森(1959)は著者と同時に集団治療の効果が蚊の自然

感染に及ぼす影響を観察しているが,アカイエカの自

然感染率が住民の仔虫陽性率よりも,むしろ保有仔虫

数と併行して減少することを認めている.このにとは

集団治療による保有仔虫数の減少が陽性率の低下と相

乗して新しい感染の危険度が速かに減少するにとを裏

書きしている.

集団治療のこまかい方式については今後猶検討され

ねばならないが,著者は流行地に於ける保虫者対策

として仔虫器牲者に1週1回の投与により,総量6〇-

9Omク/kg巷1クールとして与え,一方仔虫陰性者全員

にも2〇m糾kgを予防内服の形で与えるにとを推賞した

い･

摘　　　　　　　要

長崎県下のフイラリア症流行地で3つのモデル部落

を選び,本症防遏の一環として住民全員に色々の方式

にてdiethylcarbamazineの集団投与を行い,その効

果を比較追究した.保虫者に対しては総量20mg/kgか

ら最高92mg/kgを与えることにより,1名を徐き全員

仔虫陰性となった.仔虫を陰性化せしめるに必要な総

量は保有仔虫数と関係があるが,一般に60～90mg/kg以

上を与えることが望ましい.仔虫陰性の一般住民にも

一律に総量20mg/kgを投与して,殆んど完全に新しい

仔虫陽転者の出現を防止し得た.

集団投薬の方式としては1週1回づつの間歇投与法

が最も優れている.

終りに臨み御指導,御校閲を賜った恩師片峰大助教

授に感謝の意を捧げる.
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Summary

Mass treatment with diethylcarbamizine of filarial infection was started in July 1958 at

three islets, Noshima, Oshima and Yaburogi of Goto Islands, Nagasaki Prefecture. Examination

of microfilariae was made for all 723 inhabitants including new born children,

The first course of treatment was applied to all people over five years old regardless of
their infection or non-infection.

A dosis of 20mg/kg in total was given in following three different ways: in 1st group



(Noshima) every day for ten days, in 2nd group (Oshima) once a week for ten weeks, and

in 3rd group (Yaburogi) once a month for ten months.

In order to assess the effect of the drug, repeated blood examination was made in all

cases before and after the treatment during the period of experiment. Microfilaria was ex-

amined by 60 cmm of the peripheral blood at night, from 10.00 to 12.00 p.m..

Carriers who remained still positive for microfilariae were seen at 50% in the first group

and at 62.1% in the 3rd group, on the 6th to 12th month after each finish of the treatment.

Nevertheless, in the 2nd group microfilariae were demonstrated only at 23.1% of those cases
on the 10th month after last dose. From this result, it may be to notice that the method of

weekly administration applied to the 2nd group seemed to be most effective.

The drug must be administered weekly by 6.0 mg/kg for four weeks, circumstantially re-

peating it for remaining carriers, till their blood became entirely microfilaria-negative.

Examining the remote effect of the drug on the microfilaria carriers, excepting the persons

who have died by another cause or moved out from the village, it was found that 30 out of

54 carriers by one course of the treatment (20 mg/kg), 12 cases by two courses (44 mg/kg),

and 10 cases by three courses (68 mg/kg) severally became microfilaria-negative. But other

2 carriers heavily infected have required the larger doses over 92 mg/kg of the drug to become

negative for microfilariae.

Through the examination for a period of about three years no new appearance of micro-

filaria was observed, exclusive of only one case harboring a extremely small amount of micro-
filariae.

For the purpose of eradicating almost completely the infection from the endemic area, it

must be requited to administer the drug by small dose to all inhabitants being microscopically

negative for microfilariae also. (Katamine D.)
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